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　荒砥沢地すべりは，平成20年6月14日
に発生した岩手・宮城内陸地震による山

地災害のうち，最も大規模な地すべりで

ある。その規模は斜面長約1300m，幅約
900m，面積約98ha，すべり面の最大深
度は100mを超える。
　すべり面傾斜角は末端部で1°程度，中
腹部から上位で－1°程度と極めて緩く，
移動距離は最大300mにも達し，地すべり
ブロック地内では３列の陥没帯と陥没帯

間の２列のリッジが形成され，末端部や

右側壁部のブロック縁辺部では，渓床の

埋積や移動土塊の激しい変形が発生して

いる。最大約150mにおよぶ滑落崖の形
成，地すべり末端部や右側壁部での隆起

帯・擾乱帯の形成，またこれによる沢の

堰止めや湧水による湛水の形成といった

ことが発生している。不安定土砂発生量

は約6,700万m に達する。3
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■荒砥沢地すべりの概要

荒砥沢ダム
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１．１　空中写真判読図



荒砥沢地すべり（地震）

滑落崖

陥没帯

移動体

移動方向

荒砥沢地すべり（地震後）

移動方向（地震時）

A-3ブロック

B地すべり

A地すべり冠頭部

A-2ブロック

A-1ブロック

200 2000100
200 2000100

200 2000100

Bブロック

Aブロック

Cブロック

ガリー

ブロック（地震後）

擾乱帯（地震後）

ブロック（復元）

Cブロック

Bブロック

Aブロック

図Ａ 地すべり地形判読図（地震前） 図Ｂ 擾乱帯と元地形の関係 図Ｃ 地震後ブロックと元地形の関係

・地震前には，移動方向の異なるＡ地すべりとＢ地すべりがみられる。
・Ａ地すべりは陥没帯やリッジの並びから，3区分される。
・地震後地すべりは，A-1ブロックとその冠頭部を主体とし，A-2ブロ
ックとB地すべりの一部を含んで滑動した。
・冠頭部の拡大部分の左半分は，開口亀裂と推測される沢地形に沿う。
・地震時地すべりは，明らかにB地すべりと移動方向を異にする。

・地震後地すべりの移動方向は，旧A-1ブロックの推定移動方向と一致す
る。
・擾乱帯①は，移動量からみると渓流が旧B地すべり右斜面に乗り上げた
位置にあたる。
・擾乱帯②は，地すべり末端部が不動地の斜面に乗り上げた部分にあたる。
・擾乱帯③は，地すべりがヒアシクラ沢とシツミクキ沢の間の尾根に乗り
上げた位置にあたる。

移動量300m

擾乱帯① 擾乱帯②

擾乱帯③

・地震後のブロックを，移動方向に移動量分戻した図である。
・Bブロックは，旧A-1ブロックの移動土塊にほぼ相当する。
・C・Dブロックは，旧A地すべりの冠頭部の土塊に相当する。
・旧B地すべりの先端部がダム湖へ流出した土塊に相当する。

地震前地すべり地形と地震後地すべり地形の対比
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１．２　地震前地すべり地形と地震後地すべり地形の対比
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１．７　地質断面図
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１．８（１）　地質構造（３Ｄ）
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１．８（２）　地質構造（３Ｄ）
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１．８（３）　地質構造（３Ｄ）
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１．９　レーザープロファイラによる変動量比較
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１．９　レーザープロファイラによる変動量比較
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